
小
山
W
 

市
内
毘
沙
門
に
あ
る
市
広
域

新
農
業
セ
ン
タ
ー
に
植
え
て
い

る
原
種
の
花
菖
蒲
が
、
七
月
早

々
か
ら
い
っ
せ
い
に
開
花
し
ま

し
た
。
 

同
セ
ン
タ
ー
に
は
、
昭
和
四

十
九
年
か
ら
三
カ
年
に
わ
た
り
、
 

明
治
神
宮
か
ら
花
菖
蒲
を
株
分

け
し
て
も
ら
い
栽
植
し
た
も
の

に
、
六
十
年
か
ら
ニ
カ
年
で
五

十
五
ア
ー
ル
の
花
菖
蒲
園
を
造

成
し
、
現
在
百
十
七
品
種

一
万

五
千
株
の
花
菖
蒲
が
あ
り
ま
す
。
 

七
月
初
旬
に
は
湖
水

の
色
」
 

「鳳
風
冠
」
「清
少
納
言
J
r不
知

火
」
「万
里
の
響
」
な
ど
い
っ
せ

い
に
色
と
り
ど
り
の
花
を
咲
か
 

ーせ
、
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
る
人
々

の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
七
月
九
日
か
ら
十

一

日
ま
で
e
三
日
間
、
市
主
催
に

よ
る
 
「花
し
ょ
う
ぶ
ま
つ
り
」
 

が
行
わ
れ
、
お
年
寄
り
か
ら
子

ど
も
ま
で
多
く
の
人
が
訪
れ
、
 

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
 

蒲
 

花 
菖I 

い 
毎
号
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

き
っ

と
お
役
に
立
ち
ま
す
。
 

 ・
 

市
広
域
新
農
業
セ
ン
タ
ー
 

つ
ナ

】
き
！
」
日
利
＋
ヒ
 

一
．
t
し
‘

目
伊
＋イ
 

逼轟‘皿母血轟‘ 

平成元年 帯 
A, 
	 ま‘・“・こ“に’”「に’ら；叫、い‘ 器1、’に“に智吐！さf“りてみ 

市 民 憲 章 紹和59年10月 1日制定） 

i，雪忠lョ夢lg昭，1":‘髭F"i『ま’・什七’い1"‘，事 

しかわら 
発行 五所川原市 ー 

I 037 

青森県五所川原市字岩木町12 

丑 0173 - ⑩ 2111(f 

編 集 総務部秘書企画課

印 刷 済）北斗オフセ 7 ト 

（毎月2 回 1日・15日発行） 市の人口 総数51,435人（男24,561・女26,874）世帯数15,126(6月30日現在） 

満開の花菖蒲を観賞する市民たち 

わたくしたちの先人は、不擁不屈の五所川原

魂をもってあらゆる困難を克服し新田を切り

開き、今日の活力に満ちた五所川原市を築き 

!‘上げました。 

7-15 
旨 わたくしたちは、この伝統を継承し、広 

履 い視野に立って西北津軽の人々と協調 

、 し、郷土の限りない発展を願って、こ

やh こに市民憲章を定めます。 

＠心身ともに健康で、明るい家庭をつ〈ります。 

＠自然を大切にし、力を合わせて花と緑の美しいまちをつくります 

＠平和を愛し、きまりを守り、住みよいまちをつ〈ります。 

0文化を尊び、生涯学習をもとに心豊かな人をつくります。 

⑨未来に夢を持ち、創意と実践により栄えゆく郷土をつ〈ります。 

No.691 



旬ロ !
 

〇日本女子ソフトボールリーグ 

7 月29日～31日 （9:00-）市営球場ほか 

〇第 7 回ごしょがわらハイカラ祭‘) 
7 月30日（16:00-）ハイカラ田丁 

〇大町夜の歩行者天国 

8 月 1日・ 2 日 （18:30-）大町一路上 

〇市民ゲートボール大会 

8 月 2 日（8:30-）岩木河原 

〇ジャンボ・ゴリラが津軽にやって来る… 

8 月 4 日～ 6 日（10: 00-つ 青銀他 

〇げんと忌 

8 月 4 日 （10:30--- ） フラワーセンター 

〇県下登山ばやし大会 

8 月 5 日 （12:00-) お祭り広場 

〇神明宮本町前夜祭（宵宮） 

8 月 5 日 （18:0Gつ 仮宮青銀構内 

〇第51回青森県相撲選手権大会 

8 月 6 日 （8:30-）市営相撲場 

〇神明宮本町例祭 

8 月 6 日 （10:00--）仮宮青銀構内 

〇東北・北海道馬力大会 

8 月 7 日 （8:00-）岩木河原 

っ東北闘鶏大会 

8 月 7 日 （8:00-）岩木河原 

平成元年（1989年）7 月15日 
	

広報ごしょがわら 
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③平成元年（1989年）7 月15日 （第691号） 広報ごしょがわら 

〇市内音楽行進 

8月3日（11:00---) 
市内―円 

8月4日（19:30---) 

岩木河原 或 

※雨天の場合は8月7日に

順延ミ総落ジ雌轟騒譲舞議g§ 

〇ながしおどり 

8月3日（13:00-) 
市内―円 

〇西北五緯護相撲大会 

8月7日（ 8:30-) 
市営相撲場 

五所川原花火大会が今年で40周年を迎えるに 

あたり、市民各層からク月固人スポンサーを募集 

しています。 

誕生日・結婚記念日等のお祝いに、夏の夜空 

を彩どってみませんか。 

）価格 

①打揚花火・・・ 6,500円～17,000円 

②芸術花火…12,000円～60,000円 

③スターマイン・・‘25,000円～300,000円 

レ申し込み及び間い合わせ先 

五所川原商工会議所内花火大会係（"（⑩2121 
番・（③，>8202番）へどうそ％ 

※スポンサーには、招待席入場券及び大会フ 1コ 

グラム 1部を進呈します。 
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フォIコーアップ事業委員会発会式 

」
 

濡
護
米
態
潟

滞
「ー

 

去
る
七
月
三
日
、
五
所
川
原

地
域
商
業
近
代
化
フ
ォ
ロ
ー
ア

ッ
プ
事
業
委
員
会
（
委
員
長

川
口
亀
十
郎
五
所
川
原
商
工
会

議
所
会
頭
）
の
発
会
式
が
、
レ

ス
ト
ラ
ン
藤
吉
郎
で
関
係
者
約

五
十
人
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。
 

本
市
で
は
、
昭
和
五
十
六
年

に
「
商
業
近
代
化
基
本
計
画
」
、
 

昭
和
五
十
九
年
に
は
 
「商
業
近

代
化
実
施
計
画
●
策
定
し
て
、
 

望
ま
し
い
将
来
の
都
市
像
の
形
 
 

成
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
 

本
年
六
月
一
日
付
け
で
全
国

三
十
地
域
の
中
の
ー
つ
と
し
て
 

「
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
事
業
」
（四

地
域
）
の
指定
を
受
け
ま
し
た
。
 

本
事
業
は
、
実
施
計
画
が
進

め
ら
れ
て
い
る
地
域
に
限
ら
れ

て
お
り
、
計
画
実
現
の
た
め
の

諸
問
題
を
取
り
除
く
た
め
に
実

施
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
①
将

来
の
街
づ
く
り
を
考
え
る
組
織

の
強
化
②
実
施
計
画
を
実
現
す
 
 

る
た
め
の
事
業
主
体
で
あ
る
第

三
セ
ク
タ
ー
の
設
立
準
備
③
早

期
実
現
を
促
進
す
る
た
め
に
地

域
住
民
や
商
業
者
と
の
コ
ン
セ

ン
サ
ス
作
り
等
を
事
業
と
し
て

計
画
し
て
い
る
も
の
で
す
。
 

発
会
式
で
は
、
川
口
委
員
長

が
 
「委
員
の
皆
さ
ん
の
専
門
的

な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
、
 

近
代
化
実
施
計
画
事
業
を
実
現

さ
せ
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
を
述

べ
た
後
、
市
長
代
理
の
今
利
則

市
総
務
部
長
が
「
魅
力
あ
る
商

店
街
を
つ
く
る
た
め
、
活
発
な

議
論
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
ま
す
」
と
、
ま
た
、
増
子

仁
東
北
通
商
産
業
局
商
工
部
中

小
企
業
第
二
課
長
が
あ
い
さ
つ

を
述
べ
ま
し
た
。
 

引
き
続
き
、
設
置
要
綱
、
事

業
計
画
等
を
審
議
、
原
案
通
り

承
認
さ
れ
発
会
式
を
終
了
し
ま

し
た
。
 

当
市
の
近
代
化
計
画
も
今
回

の
 
「フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
事
業
」
 

の
実
施
で
、
一
段
と
拍
車
が
か

か
る
も
の
と
、
関
係
者
か
ら
大

き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
 

五
所
川
原
青
年
会
議
所

（
佐

々
木
書
白
理
事
長
）
が
主
催
す

る
「
交
通
安
全
ー
 
と
子
の
ふ

れ
あ
い
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
」
が
七

月
一
日
夜
行
わ
れ
、
百
十
七
人

の
親
子
づ
れや
カ
ッ
プ
ル
が
五

所
川
原
ー
 
ケ
沢
間
二
十
ー
キ

ロ
冒
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
同
会
議
所
の
教
育

問
題
委
員
会
が
、
親
と
子
が
一
 
 

体
と
な
り
汗
を
流
し
な
が
ら
交

通
ル
ー
ル
を
と
も
に
学
び
、
 一

つ
の
目
標
に
向
っ
て
い
く
チ
ャ

レ
ン
ジ
精
神
を
養
い
、体
力
づ

く
り
を
目
的
と
し
て
今
年
初
め

て
企
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。
 

開
会
式
で
は
佐
々
木
理
事
長

が
「
朝
ま
で
親
と
子
が
一
緒
に

遊
ぶ
つ
も
り
で
、最
後
ま
で
が

ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
 
 

さ
つ
を
述
べ
た
後
、
消
防
署
が

鳴
ら
す
午
後
九
時
の
サ
イ
レ
ン

を
合
図
に
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
 

一
行
は佐
々
木
理
事
長
を
先

頭
に
国
道
一
〇
一
号を
ひ
た
す

ら
西
へ
歩
き
続
け
、午
前
零
時
、
 

森
田
村
農
協
に
到
着
。
同
農
協

倉
庫
の
壁
面
を
ス
ク
リ
ー
ン
に

し
て
交
通
安
全
の
映
画
を
み
た

あ
と
、
森
田
バ
イ
パ
ス
を
さ
ら

に
西
へ
、
午
前
一
時
す
ぎ
に
木

造
町
越
水
の
津
軽
高
速
運
輸
同

駐
車
場
に
到
着
し
、
夜
食
を
取

り
鯵
ケ
沢
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。
 

一
人
の
脱
落
者
も
な
く
、
ゴ
 

ー
ル
の
鯵
ケ
沢
町
は
ま
な
す
公

園
に
は
、
予
定
よ
り
一
時
間
半

早
い
午
前
三
時
半
に
到
着
し
、
 

東
の
空
が
明
る
く
な
る
こ
ろ
に

は
 
「や
っ
た
、
や
っ
た
ノ
」
 
の

声
が
浜
辺
に
響
き
、
 一
人
ひと

り
が
二
十
ー
キ
ロ
冒
を
完
歩
し

た
喜
び
を
か
み
し
め
て
い
ま
し
 

た
。
 

郵

ノ」
 

親
と
子
の
 

ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
 

「さあ～ゴール目指して出発だノ」 
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七
月
一
日
か
ら
二
目
ま
で
の
 
ボ

ー
ル
場
で
 
「第
十
回
西
北
五

二
日
間
、
市
庁
舎
裏
の
ゲ
ー
ト
 

親
善
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
が
 

選
手
や
役
員
な

ど
約

一
千
人
、
 

百
二
十
四
チ

ー
 

ム
が
参
加
し
て

開
か
れ
ま
し
た
。
 

同
大
会
は
、
 

五
所
川
原
、
西

北
郡
の
各
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会

が
共
催
し
て
い

る
も
の
で
、
今

回
で
十
回
目
に

な
り
ま
す
。
 

繊藤議rー 
Fh 

ノ
《
 

選手宣誓をする工藤勇さん 

1

善
意
銀
行
に
 

！
ご
寄
付
あ
り
が

と
う
ご
ざ

い
ま
す
 

去
る
六
月
二
十
七
日
か
ら一
一

十
九
日
ま
で
e
「
百
間
、「ウ
チ
 
 

ョ
ウ
ラ
ン
と
山
野
草
展
示
会
」
 

が
市
民
文
化
会
館
ロ
ビ
ー
で
開
 

か
れ
、
約
千
五

百
人
の
来
場
者

で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。
 

こ
れ
は
、
五

所
川
原
ウ
チ
ョ

之
フ
ン
・
山
野

草
趣
味

の
会
 

（
会員
二
十
五

名
）
の
会
員
が

育
て
た
ウ
チ
ョ

之
フ
ン
と
山
野

草
を
広
く
一
般

市
民
に
公
開
し
、
 

山
野
草
の
保
護
 
 

に
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
今
年
初
め
て
開

催
さ
れ
た
も
の
で
す
。
 

会
場
に
は
、
会
員
が
精
魂
こ

め
て
育
て
た
ウ
チ
ョ
ウ
ラ
ン
と

山
野
草
約
七
百
種
類
・
約五
百

鉢
が
集
め
ら
れ
、
会
場
を
訪
れ

た
来
場
者
か
ら
は
た
め
い
き
が

も
れ
て
い
ま
し
た
。
 

な
か
で
も
ウ
チ
ョ
ウ
ラ
ン
と

山
野
草
が
ー
つ
の
鉢
に
寄
せ
植

え
さ
れ
て
い
る
も
の
が
、
来
場

者
の
目
を
引
い
て
い
ま
し
た
。
 

同
会
で
は
、
さ
ら
に
会
員
を

募
り
、
来
年
も
展
示
会
を
開
催

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
 

珍らしいウチョウランに見入る来場者 

〇
五
所
川
原
理
容
組
合
（
中谷

宏
代
表
）
三
万
一
千
百
五十

円
：
一
県内
理
容
競
技
大
会
に

お
け
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
益
金

〇
東
北
税
理
士
会
五
所
川
原
支

部
（
田
中
文
雄
支
部
長
）
八

千
七
百
円
‘
：
チ
ャリ
テ
ィ
ボ
 

ー
リ
ン
グ
大
会
の
益
金
 

o藤
玉
章
園
氏

（
藻川
）
五
千

〇
木
村
石
油
囲
 
衣
類
（
作
業
 
九
百
九
十
五

円
 
善
意
の
寄

服
等
）
八
十
点
…
福
祉
施
設
 
付
 

／
 

に
と
 

、
・ー
 P
 

議

しけ
み
氏
豆
成
）ニ
 

グ
響
』
 

万
円
―
：
交
通
遺
児にと
 

磁
「
影
，
 

西
北
五
親
善
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
 

m
人
が
は
つ
ら
つ
と
プ
レ

ー
 

開
会
式
で
は
、
名
誉
大
会
長

で
あ
る
佐
々
木
市
長
と
山
形
四

郎
市
老
連
会
長
が
そ
れ
ぞ
れ
あ

い
さ
つ
を
述
べ
た
後
、
車
力
村

の
豊
富
チ
ー
ム
の
工
藤
勇
さ
ん
 

(6
4）
が
「
正
々
堂
々
と
闘
う

こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
元
気
よ

く
選
手
宣
誓
。
早
速
試
合
が
開

始
さ
れ
、
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま

し
た
。
 

同
大
会
に
は
、
九
十
四
歳
を

筆
頭
に
八
十
歳
以
上
の
選
手
が

三
十
九
人
も
参
加
す
る
な
ど
、
 

回
を
重
ね
る
ご
と
に
人
気
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
 

五
所
川
原
ラ
 
置
さ

れ
て
い
る
ラ
イ
オ
ン
ズ
文
 

渡
佐

ィ
ォ
ン
ズ
ク
ラ
 
庫
の

充
実
を
図
る
た
め
、
本
年

手
ん
 
ブ

（
藤
田
久
会
 
も
児
童
図
書
四
十
五
巻
を
寄
贈
、
 

一

一
一
 

 

五
一』

一
一
一

目
中

一
一
十三
m
、
川
 
ま
し

た
。
 

本
比

村
肇
同
ク
ラ
ブ
 

同
ク
ラ
ブ
の
図
書
寄
贈
は
、
 

佑
映

幹
事
、
中
川
茂
 
昭

和
五
十
四
年
か
ら
継
続
し
て

堰
準

同
ク
ラ
ブ
会
計
 
行
わ

れ
て
お
り
、
今
年
で
十
一

市
ん

F
ノ
ノ三
一
2
コ弓
p
 
l
l
オ
ニ
コ
ー
 
ノ
ノ上
一
 
」
 

木

さ
 
の
二人
が
市
役
 
回
と

な
り
五
百
十
三
巻
に上
っ
 

”
困

所
を
訪
れ
、
市
 
て
い

ま
す
。
 

佐
 J

立
図
書
館
に
設
 

回
目
国
罵
見
目
図目
胴
国
号
司
旧
 

ー
五
所

川
原
ラ

イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ

ー
 

暫

ィ
ォ
刻
引
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L参議院議員通常選挙観受票日… 

参
議
院
議
員
の
通
常
選
挙
が
七
月
ニ
十
三
日
に
行
わ
れ
ま
す
。
 

自
分
の
意
思
を
国
政
に
反
映
さ
せ
る
よ
い
機
会
で
す
。
選
挙
公

報
や
政
見
放
送
、
新
聞
な
ど
を
よ
く
見
、
よ
く
聞
い
て
国
政
を

託
す
人
と
政
党
を
選
び
ま
し
ょ
う
。
 

▽
投
票
日
 
七月
二
十
三
日
卿

▽
投
票
時
間
 
午
前
七
時
か
ら

午
後
六
時
ま
で
 

▽
投
票
で
きる
人
 
昭
和
四
十

四
年
七
月
二
十
四
日
以前
に

生
ま
れ
、
平
成
元
年
四
月
四

日
以
前
よ
り
引
き
続
き
本
市

に
住
み
、
住
民
基
本
台
帳
に

登
録
さ
れ
て
い
る
人
 

▽
投
票
の
順
序
 

①
選
挙
区
選
出
議
員
選
挙
の
投

票
 

②
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
の

投
票
 

市
内
転
居
者
の

投
票
場
所
 

本
年
七
月
一
日
以
後
に
転
居

し
た
人
は
、
前
住
所
の
投
票
所

で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。
 

不
在
者
投
票
は
 

投
票
当
日
に
、
出
張
、
出
稼

ぎ
、
出
産
予
定
な
ど
で
投
票
所

へ
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
見
込

み
の
人
は
、
そ
の
理
由
を
申
し

出
て
不
在
者
投
西奪
す

る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
 

不
在
者
投
票
で
き
る
期
間
は
、
 

七
月
五
日
か
ら
七
月
二
十
二
日

ま
で
で
す
。
 

不
在
者
投
票
で
き
る
時
間
は
、
 

期
間
中
午
前
八
時
三
十
分
か
ら

午
後
五
時
ま
で
で
す
。
 

不
在
者
投
票
で
き
る
場
所
は
、
 

①
五
所
川
原
市
産
経
会
館
四
階

会
議
室

（
印鑑
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
）
 

②
出
張
、
出
稼
ぎ
、
出
産
予
定

な
ど
で
滞
在
す
る
市
町
村
等

の
選
挙
管
理
委
員
会
 

《置
（
選
挙管
理
委
員
会
の
指
定

す
る
病
院
、
老
人
ホ
ー
ム
等

④
身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る

者
が
現
在
す
る
場
所
 

（郵
送
に
よ
る
不
在
者
投
票
の

請
求
は
七
月
十
九
日
が
期
限
で

す
。）
等
があ
り
ま
す
。
 

※
詳
し
く
は
、
選
挙
管
理
委
員
 
 

会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
 

開
票
日
時
と
 

場
所
 

七
月
二
十
三
日
（
日
）
の
午

後
七
時
三
十
分
か
ら
市
民
体
育

館
で
行
い
ま
す
。（即
日
開
票
）
 

参
議
院
の
 

選
挙
制
度
 

参
議
院
の
選
挙
制
度
は
、「選

挙
区
選
出
議
員
選
挙
」
と
 
「比

例
代
表
選
出
議
員
選
挙
」
の
ー
ー
 

つ
の
選
挙
から
な
っ
て
お
り
、
 

「選
挙
区
選
出
議
員
選
挙
」
は

候
補
者
個
人
に
投
票
す
る
方
法

で
す
が
、「比
例
代
表
選
出
議
員

選
挙
」
は
政
党
に
投
票
す
る
方

法
で
あ
り
、
次
の
よ
う
な
仕
組

み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

比
例
代
表
選
出
議
員
制
度
 

個
人
か
ら
政
党
へ
の
選
挙
 

通
常
行
わ
れ
て
い
る
選
挙
の

よ
う
に
、
個
人
個
人
の
候
補
者

に
投
票
す
る
の
で
は
な
く
、
政

党
に
投
票
す
る
方
法
で
す
。
 

候
補
者
は
政
党
の
名
簿
に
載
る

各
政
党
は
候
補
者
を
選
び
、
 

順
位
を
つ
け
て
名
簿
を
提
出
し

ま
す
。
有
権
者
は
、
名
簿
や
そ
 
 

の
政
党
の
政
策
な
ど
を
よ
く
見

て
選
ぶ
政
党
を
決
め
ま
す
。
 

投
票
用
紙
に
は
政
党
名
を
 

投
票
用
紙
に
は
、
候
補
者
名

で
は
な
く
、
選
ん
だ
政
党
名
か
、
 

ま
た
は
そ
の
略
称
を
記
入
し
ま

す
。
 

候
補
者
名
を
記
入
す
る
と
無

効
に
な
り
ま
す
。
 

当
選
者
は
政
党
の
得
票
数
に
比

例
し
て
決
ま
る
 

当
選
人
の
数
は
、各
政
党
の

得
票
数
に
比
例
し
て
配
分
さ
れ

ま
す
。
 

当
選
人
は
各
政
党
の
名
簿
に

載
っ
た
候
補
者
の
上
位
か
ら
順

に
決
ま
り
ま
す
。
 

詳
し
い
こ
と
は
、
市
選
挙
管

理
委
員
会
事
務
局
（
か
国
三
一

一
一
番
 
内線
三
ニ
七
番
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

●

一
 

投票用紙の色わけ 
今回の選挙の投票用紙は 

2 種類でトす。 

投票用紙を間違えて書き

ますと無効になりますのーで

十分注意をしてください。 

選挙区 

選出議員選挙 

薄い黄色の用紙に黒刷り 

比例代表 

選出議員選挙 

白色の用紙に赤刷り 

く 

(
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市消費生活モニター調査結果 
市では、 5 人の消費生活モニターを委嘱して

毎月独自に品目を設定し、市民生活に関連性の

高い物資などの価格調査を行い、 その調査結果

の平均を 3 か月ごとに公表しています。 

買物などの参考にしてください。 （単位】円） 

品 	目 規 	格 4月 5月 6月 

灯油1肥ローリー 1lローリー価格 32 32 32 

灯油18l配達 18l配達価格 597 599 599 

L P ガ ス 5ni 2,848 2,825 2,749 

ガ ソ リ ン レギュラ11l 107 108 115 

ガ ソ 	リ ン ハイオクタンll 106 139 144 

軽 	油 1l現金価格 61 68 70 

牛 	肉 
肩肉すきやき用肉 

100グラム 346 398 399 

豚 	肉 肩肉 100 グラム 141 143 154 

鶏 	肉 もも 100 グラム 90 89 96' 

鶏 	卵 1キログラム 7 7 V 
ノ、 	ム 

プレスハムJAS 
上級 100グラム 247 219 219 

牛 	乳 
成分無調整牛乳 

1リットル 217 214 216 

マ ョネーズ ポリ容器入 185 208 212 

食 	パ 	ン 普通食パン 154 154 154 

ま 	ぐ 	ろ 刺身用 100 クラム 274 289 289 

い 	か 
するめいか 

100 グラム 129 292 145 

た 	こ まだこ100グラム 177 175 167 

焼 ち く わ 100 グラム 69 64 72 

キ ャ べ ッ 普通品100グラム 146 164 121 

ほうれんそう 100 グラム 65 145 68 

に ん じ ん 100 グラム 208 197 275 

わ か 	め 塩 100 グラム 50 113 113 

糸こんにゃく 100 グラム 67 66 73 

干 う ど ん 250 グラム 97 102 97 

干 	の 	り 1ちよう黒のり 397 400 400 

スパゲッテイ JAS規格300グラム
輸入品除く 

147 144 144 

砂 	糖 
上白糖袋入 

1キログラム 262 263 263 

味 	噌 2キログラム 1袋 544 541 538 

し よ う ゆ 
濃口（本醸造） 

特級1.8 リットル 296 277 302 

サ ラ ダ 油 ポリ容器入 
700 グラム 334 312 309 

参豪＝干字奉仕団鍵 
多 

え行動するボランティア簾 

赤十字奉仕団は、県ト67市町村の全てに結成

されており、分団数は383団、団員数は22,500名

にのぼります。 

その活動は、赤十字事業推進の中核を成し「社

員増強」 「献血推進」「災害救援・救護」 「救急

法や家庭看護法の講習会の開催」 「青少年赤十

字の育成普及」 等、地区・分区と連絡をはかり、 

それぞれ創意に満ちたものとなっています。 

また、地域社会の福祉向上として、各市町村

の社会福祉協議会の有力なボランティア団体と

して独居老人の給食サービス、寝たきり老人の

入浴サービス、 そのf也老人や障害者の福祉行事

に協力している外、地域のニーズに即して、奉

仕団独自の幅広い活動を展開しています。 奉仕

団の外には青年や学生に 「青年赤十字奉仕団」 

や特殊技能もしくは特定の奉仕活動のための奉

仕者による 「特殊奉仕団」 の結成も促進してい

ます。 

※赤十字についての問い合わせは市福ネ止事務所 

（か亘g)2111番内線 2 95番）へどうぞ0 

―国民年金の保険料は 

ー毎月忘れずに納めましようー 

国民年金は、国が運営している公的年金制度

の土台としての基礎年金を支給している制度て各

す。 老後や万がーのときのための生活保障とし

て、年金はたいへん重要な役割りを果たしてい

ます。 

この年金も、加入し、保険料を納付すること

によって、始めて給付を受けられることになり

ます。 

納め忘れがあったばかりに年金が受けられな

いことになってはなんにもなりません。 

くれぐれも、納め忘れのないよう注意し、年

金を受けるための権利を無駄にしないでくださ 

し、。 

7月31日は 
国民健康保険税の 
第 1 期分納付期限日です 
忘れずに納付しましょう 

、 
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回審飽密圏国 0自目圏図台

のお則目曽 
回国家免許試験 

D日時 10月22日（種目により開始時間異なる） 

＞場所 青森大学（青森市幸畑） 

ン種目 1・2 級ボイラー技士、衛生管理者、 

クレーン （移動式・,デ I) ック）運転士、発破 

技士、潜水士そのf也 

レ受験申請受付日 8 月21日～25日 

⑥各種講習会 

〇フォークリフト運転技能講習会 

ン日時 9 月 4 日～ 8 日（9:00-17:00) 

〇玉掛技能講習会・移動式クレーン 

運転業務特別教育講習会 

）日時 9 月12日～14日 （9:00-17:00) 

〇衛生管理者免許試験準備講習会 

レ日時 9 月26日-28日（9:00-17:00) 

☆会場 （相西北労働基準協会 2 階会議室 

※詳しいことは、（社）西北労働基準協会（=（③う (63 
36番）へどうぞ。 

市民絵画教室へどうぞ 
今年度も当市梅田出身の伊藤正規画伯を講師 

にお招きして、市民絵画教室を次の日程で開催 

することになりま した。 皆さんのおいでをま折寺 

ちしております。 

＠日時 7 月27日から29日 （ 3 日間） 

午前10日寺から午後 3 時まて各 

⑨場所 五所川原市立図書館 2 階 

一 ⑥講師 伊藤正規画伯（日展会員、光風会評議 

’ 	 員、 日本美術家連盟会員） 

⑥内容 洋画、水彩画、素描 

⑥受講料 無料。 ただし、用具等は各自持参の 

こと。 

く》参加対象 中高校生及び一般 

⑨申し込み先 7 月24日（月）まて各に市教育委 

員会社会教育課（廿（電5)2111番 内線250 

番）へどうぞ。 

麟麟轡夏遍灘交撃通― 

陸奥湾一周駅伝競技大会 

選手選考会 
第 7 回陸奥湾一周駅伝競技大会（10月 1日） 

に出場する市代表選手（選手20名、補欠若干名） 

の選考会を次のとおり開きますので、出場希望

の方はふるってご参加ください。 

ン選考日時 

第 1回 7 月30日 （日）午前 9日寺～ 

第 2 回 8 月27日（日） 	ク 

ン選考場所 五所川原勤労者体育センターグラ 

ン ド（市内飯詰） 

レ選考方法 

〇 7 月3.0日…（ユ）中学男女、高校女子、一般女子 

3 キロに②高校男子、一般男子 5 キロに 

08月27日・・・（①）一般男子 1.5キロに、 3 キロに 

(40歳以上）、 5 キロに（②）一般女子1.5キロに 

③中学男子 3 キロ甑（④）中学女子1.5キロ航 

レ参加資格 市内居住者、高校・大学生は li-出 

身者とする。 

レ間い合わせ先 市教育委員会社会教育課（廿 

G) 2 111番内線2 50 番）へどうぞ。 

秋田角館の名所旧蹟めぐり 
参 加 者 募 集 

青森県歴史の道整備促進協議会では、角館の 

名戸斤旧蹟めぐりを行います。 

みなさんの参加をお待ちしております。 

⑥日時 8 月 6 日（日）午前 6時～午後 8日寺 

⑥コース 中三前発6:00→玉川温泉→辰子汝臣→ 

田沢湖（昼食） →角館（伝承館、武家屋敷） 

→阿仁合→大館松下村塾→板柳→中三着 

⑨集合場所・時間 中三前午前 6時発 

⑥会費 6,500円（昼食、見学料・、バス代） 

⑥申し込み先 青森市大字松森字佃 青森県歴 

史の道整備促進協議会事務局（,01774②）1064 

番） 

⑨申し込み締匂］ 7 月29日 （土） 

@）申し込み受付時間 午前 8時30分～午後 4 日寺 

まで‘（日曜日を除く） 

~ 

■期間 7月21日（金）-3O日（日） 

D運動の重点 

(1）飲酒・暴走等無謀運転の追放 

(2）子一どもと高齢者の交通事故防止 

(3）二輪車・自転車の交通事故防止 

(4）正しい方法によるシー トベルト・ヘルメ ッ ト 

の着用の徹底 

☆交通事故防止市民総決起大会 

レとき 7 月20日 （木）午後 2日寺～ 4 日寺 

レところ 市役Iり〒前お祭り広場（雨天の場合は

市民文化会館） 

※決起大会終了後、市内パレー ドを行います。 

（大虫様・さつき保育園鼓笛隊が特別参加し

ます） 
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目宇靭ひツワトぶ＝コ妙りにコり 

団助則鳳お会 
7 月29日から31日の 3 日間、本市で 「日本女

子ソフ トソiぐールリーグ五所川原大会」 が開かれ

ます。 

市民のみなさん、 日本最高水準の技術をもつ

女子ソフ トボールの I) ーグ戦をごらんになって

みませんか。 

レ参加チーム 太陽誘電（I助、ユニチカ（株）垂井、 

日本電装（I,p、（掬豊田自動織機製作所、 トョタ

自動車（I,p、シオノギ製薬杭瀬、 トスコ綱◇三原、 

日立高崎 8 チーム 

レ組合せ 

月日 N
o
 

 
時間 市 営 球 場 商業高校グラウンド 

7
/
2
9
 
L
L
)
 

 

8 叩 開 始 式 

ま加 ュニチカ垂井ートョタ自動車 太陽誘電 シオノギ製薬杭瀬 

n
乙
  

11:30 日本電装 日立高崎 豊田自動織機 トスコ三原 

3
  

13:30 トョタ自動車一太陽誘電 シオノギ製薬杭瀬ーュニチカ垂井 

4
  

15:30 日立 高崎 豊田自動織機 トス コ 三原 日 本電装 

7

/
3
0
 
(
F
]
)
 

 

9:加 ュニチカ垂井 日立高崎 太陽誘電一トス コ 三原 

n乙
  

11:00 日本電装 トョタ自動車 豊田自動織機 シオノギ製薬杭瀬 

q。
 
 

13:00 トスコ三原一ュニチカ垂井 日 立 高 崎 太 陽 誘 電 

4
'
 
 

15:00 シオノギ製薬杭瀬ー日本電装 トョタ自動車一豊田自動織機 

7
/
3
1(
H
)
 

 

9:00 豊田自動織機 太陽誘電 日本電装一ュニチカ垂井 

2
  

11:00 日立 高崎 	トョタ自動車 トスコ三原ーシオノギ製薬杭瀬 

※なお詳しいことは、県ソフ トボール協会事務

局（市役所民生部内）浜田さんまで一ft⑩2 1 
11番内線273 番― 

編叫体育館市営球, 
りン ぐ催し物案内フ 
●市民体育館 

24日 教職レクリエーション大会 

26日～27日 ’89イ主まいと暮らし展 

29日 社会福ネ止協議会 

30日 五所川原大橋開通式典 

●市営球場 
5 日ー一 6 日 県少年（中学）西五代表戦 

8 日-9日 市内小学校野球大会 

10日～11日 消防本部野球 

12日」～ 13日 県少年（中学）西五代表戦 

19日一-20日 秋季 I) ーグ戦 

26日～27日 青森県50歳野球 

親と子のおやつ作り教室 
働く婦人の家では、小学校 5- 6年生のお子 

さんをお持ちのお父さん・お母さんを対象に親 

子で作れるおやっ作り教室を開催します。 

お子さんと一緒に参加してみませんか。 

レ受講資格 市内に住所または勤務先を有する 

方で、小学校 5- 6年生のお子さんをお持ち 

のお父さん・お母さん。 

ン日時 7 月29日（土） 13:30-15:30 

ン募集人員 10組20名（定員になり次第締切） 

）受講料 無料（材料費1名 400円） 

レ申し込み受付 7 月17日～27日 

レ申し込み及び間い合わせ先 

市働く婦人の家（か③5)8898番） 

県コミュニティ作文 

提言コンクール 
レテーマ 「地域をみつめて」（題目は自由） 

皆さんが住んでいる地域社会を地域住民の協 

力で、心と心のふれあううるおいとまとまりの 

ある住みよいまちづく りを行うための意見や提 

言であれば題名は自由。 

レ応募資格 県内在住の中学生、高校生及び一 

般（大学生を含む） 

レ原稿枚数 400字詰原稿用紙 3~51女 

レ」応募期限 8 月31日 （当日，肖印有効） 

）う苦り先 市管理課（市内岩木町12か電，)2111番ニ 

内線 325 番） 

言羊しくは、県土也方課振興班（廿0177電②） 1111番 

内線2064番）へどうぞ。 

『八回ーダイや乃園財棚鳳』 

』冒 察 肉h 
NTT五所川原電報電話局では、西北五地域 

を中心に観光・宿泊・特産品などお役に立つ情 

報をご案内しています。 

また、「五所川原虫と火まつり」 などのイベン 

トについても‘清報を提供いたします。 

お気軽にお電話をおかけください。 

-N T T声のタウン情報ー 

「ハローダイヤル五所川原」 

か358600番 

, 

, 
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（第691号）⑩ 

臓陶教国⑩畠細ら世 
塩が命を縮めるノ 	家庭の味がちょっぴり 

塩味になりすぎていないか、 これを機会にみな

おしでzょませんか。 

レテーマ 塩分を1日lOg 以下にi成らしましょ

つ 0 

レ時間 9:30-13:00 

レ内容 ①栄養士による減塩食事指導（②）家庭の

みそ汁塩分測定（③）1日の食事の塩分量の計算

ン持参するもの 健康手帳、筆記用具、ェプロ

ン、．ふきん、 ごはん、みそマ十（小ビンなどに

入れて）、食事診断用紙（地区保健協力員から

もらーニ）てください） 

ー レ申し込み方法 地区の保健協力員へ（参加申 

て 	し込み用紙があります） 

対象地区 開催月日 開催場所 申し込み期間 

島
  

松
地
 
町
区
 

 

7月26日困 保健センター 7 月17日 

1 
7月21日 

毘沙門 

地 	区 
7月31日（月） 

毘沙門・長富
コ ミ セ ン 

なお、詳しいことは市衛生課（廿電る)2111番内

線268・272番）へどうぞ。 
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市では、夏まつり期間中の 8 月 4 日、 5日、 

7日の 3日間、 ゴミの収集時間を朝 7時に繰り

上げて収集します。 

ゴミの収集日にあたっている町内の人々は、 

きめられているゴミ集積場所へ朝7時までにコ’ 

ミを出してください。 

一 ※ゴミ集積場所は、 ゴミ捨て場戸斤ではありませ 

可 	ん。 みんなで協力して清潔にしてください。 

※スイカ・メロン等の水分は十分に切ってから

出しましょう。 

五
所
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原
婦
人
旬
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さ
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鈴
蘭
の
鈴
落
ち
さ
う
に
鳴
り
さ
う
に
 

松
宮
 
梗
子
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8月の保健センター相談日 
8 月 4 ・11・18・25日です。（毎週金曜日） 

レ時間 午前10日寺～午後 3時 

ン内容 保健婦が血圧測定、尿検査等を含めた 

健康相談に応じますので、赤ちゃんからお年 

寄りまではョ気軽にご利用ください。 

人の命を救う「愛の献血」にご協力を！ 

期 	日 時 	 間 場 

7月20日 

(t') 

午前10時から 
午前10時40分まで 

特別養護老人ホ一ム 

青山荘前 
午前11時から 

正午まで 
かいどう児童館前 

午後 1時30分から
午後 4時まで 

NTT五所川原 
電報電話局前 

7月27日 

(*) 

午前10時30分から 
午後 0時20分まで 

東北電力 

五所川原営業所前 

午後1時から 
午後 4時まで 

川要駐車場（大町） 

☆昂圃四目助囲週お会 
レ日時 7月27日 （木）午後 1日寺30分～ 

レ場所 市中央公民館 

※なお、大会に先立ち午後 0時45分から街頭パ 

レー ドを行います。 

乳幼児の健康診査 
レ場所 市保健センター 

＞受付時間 12:45---13:00まてる 

レ持参するもの 母子健康手帳、 ノぐスタオ )レ。 

3歳児は尿検査も行いますので、 当日小ビン

に尿を入れてもってきてください。 

※注意 （ユ)6カ月児健康相談の際に、神経芽細

胞腫（小児がん）の検査セッ トを配付しますが、 

当日つごうで来れない場合は、母子1建康手帳を

もって衛生課窓口にセッ トをもらいにきてくだ

さい。 （ただし生後 6カ月、 7カ月児に限る）。 

②病気療養中（特に伝染性の病気）のお子さん

はご遠慮ください。 

月 	令 対 象 児 期 	日 内 容 

3 カ月児 H元年 4 月生 8月 8日因 健康診査 

6 カ月児 H元年1月生 8月15日因 健康相談 

1 	歳 児 S 63年 7月生 8月28日（月） 健康相談 

1歳6カ月児 S 63年 2月生 8月22日因 健康診査 

3 歳 児 S 61年 4 月生 8 月17日（わ 健康診査 

休日・夜間の急病は 
在宅医師の照会は消防署へ 

234 一 I999番 
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